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災害時の薬の備え 
  

８月は新潟県内で豪雨による被害がありました。 

災害により、自宅を出て避難しなければならないことも想定されます。 

持病のある方は、いざという時の災害時に備え、避難先でも内服や注射などの医療

を継続できるように準備をしておくことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当：３C病棟 

内服薬は浸水被害を

受けないようチャッ

ク付きの袋やビニー

ル袋にいれて保管す

るといいでしょう。 

かかりつけ医と相

談のうえ、内服薬を

少し多めに処方し、

予備薬を準備して

おくことも良いで

しょう。 

お薬手帳の処方内容

のコピーや調剤明細

なども一緒に入れて

おくと安心です。 

アレルギーや副作用

情報も記入しましょ

う。 

日ごろから、ご家族と

自身の病気、治療につ

いて話し合うと良いで

しょう。ご家族の医療

についても把握してお

くと良いでしょう。 



 

担当：リハビリテーション 


